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一

『
舞
姫
』
の
太
田
豊
太
郎
は
、
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
て
、
帰
国
の
途
上
に
あ
っ

た
サ
イ
ゴ
ン
で
手
記
を
認
め
る
。「
人
知
ら
ぬ
恨
に
頭
」
を
悩
ま
し
て
い
る
豊

太
郎
が
手
記
の
は
じ
め
に
書
き
記
し
た
の
は
、
帰
国
に
際
し
て
買
い
求
め
た
日

記
が
、
今
に
至
る
ま
で
空
白
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
き
た
事
実
で
あ
っ
た
。「
こ

た
び
は
途
に
上
り
し
と
き
、
日
記
も
の
せ
む
と
て
買
ひ
し
冊
子
も
ま
だ
白
紙
の

ま
ま
な
る
は
」。
さ
ら
に
豊
太
郎
は
、
日
記
に
一
文
字
も
書
き
記
す
こ
と
が
で

き
な
い
時
間
が
三
週
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
告
白
す
る
。「
あ
あ
、

ブ
リ
ン
ヂ
イ
シ
イ
の
港
を
出
で
て
よ
り
、
早
や
二
十
日
あ
ま
り
を
経
ぬ
」。

豊
太
郎
か
ら
こ
と
ば
を
奪
っ
て
い
た
の
は
、「
人
知
ら
ぬ
恨
」
で
あ
る
。
ド

イ
ツ
留
学
時
代
に
淵
源
す
る
こ
の
「
恨
」
に
占
領
さ
れ
、
豊
太
郎
の
心
は
凍
結

状
態
に
あ
る
。
目
前
に
迫
っ
た
帰
国
の
日
ま
で
に
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
抜
け

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
豊
太
郎
は
そ
の
た
め
、
あ
え
て
自
分
自
身
と
対
峙

す
る
こ
と
を
選
択
す
る
。

あ
あ
、
い
か
に
し
て
か
こ
の
恨
を
銷
せ
む
。
も
し
外
の
恨
な
り
せ
ば
、

詩
に
詠
じ
歌
に
よ
め
る
後
は
心
地
す
が
す
が
し
く
も
な
り
な
む
。
こ
れ
の

み
は
余
り
に
深
く
我
心
に
彫
り
つ
け
ら
れ
た
れ
ば
さ
は
あ
ら
じ
と
思
へ
ど
、

今
宵
は
あ
た
り
に
人
も
な
し
、
房
奴
の
来
て
電
気
線
の
鍵
を
捩
る
に
は
な

ほ
ほ
ど
も
あ
る
べ
け
れ
ば
、
い
で
、
そ
の
概
略
を
文
に
綴
り
て
見
む
。

　
「
人
知
ら
ぬ
恨
」
が
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
な
の
か
。
言
い
換
え

れ
ば
、
五
年
に
わ
た
る
留
学
時
代
に
豊
太
郎
の
身
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
何
だ
っ

た
の
か
。
豊
太
郎
は
、
ド
イ
ツ
留
学
の
日
々
を
語
る
こ
と
ば
を
紡
ぎ
出
す
と
い

う
難
題
に
立
ち
向
お
う
と
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
冒
頭
の
一
節
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
「
ブ
リ
ン
ヂ
シ
イ
の
港
を
出
で
て
よ
り
」
と
帰
国
の
途
に
つ
い
た
場
所
が
明

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
な
ぜ
、
イ
タ
リ
ア
の
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
と
わ
ざ
わ
ざ
具
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体
的
な
地
名
を
あ
げ
て
い
る
の
か
。
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
帰
国
の
際
の
離
欧
の
地

と
記
す
こ
と
に
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
の
か
。
旅
程
を
特
定
さ
せ
る
よ
う
な

情
報
を
読
者
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
と
い
う
地
名
に
特
別
な
意
味
は
な
い
、
拘
る
必

要
は
な
い
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
『
舞
姫
』

は
、
太
田
豊
太
郎
の
手
記
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
森
鷗
外
に

よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
小
説
す
な
わ
ち
虚
構
で
あ
っ
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
は
な

い
。
虚
構
で
あ
る
以
上
、
離
欧
の
地
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か
は
作
者
の
任
意
で

あ
る
。
が
、
こ
こ
で
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
と
い
う
地
名
に
拘
っ
て
い
る
の
は
ほ
か
で

も
な
い
。『
舞
姫
』
が
鷗
外
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
か
ら
な
の
だ
。

『
舞
姫
』
が
鷗
外
の
ド
イ
ツ
留
学
体
験
を
素
材
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
ま

さ
ら
確
認
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
虚
構
と
は
い
え
、
作
品
の
多
く
の
部
分

が
作
者
の
実
体
験
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
鷗
外
の
実
人
生
と
切
り
離
し
て
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
、『
舞
姫
』
の
読
者
は
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
鷗

外
自
身
は
ド
イ
ツ
留
学
に
際
し
て
、
往
路
に
お
い
て
も
帰
路
に
お
い
て
も
ブ
リ

ン
デ
ィ
ジ
を
経
由
し
た
事
実
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
離
欧
の
地
と
し
て
ブ
リ

ン
デ
ィ
ジ
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
る
の
だ
。『
舞
姫
』
の
背
景
を
知

る
読
者
な
ら
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
と
い
う
設
定
を
唐
突
に
感
じ
な
い
だ
ろ
う
か
。

鷗
外
が
ド
イ
ツ
留
学
し
た
際
の
旅
程
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

先
ず
は
往
路
か
ら
。
明
治
十
七
年
八
月
二
十
三
日
、
東
京
を
発
ち
、
汽
車
で

横
浜
へ
。
翌
二
十
四
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
郵
船
メ
ン
ザ
レ
エ
号
で
出
港
し
た
。
途

中
、
香
港
、
サ
イ
ゴ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
セ
イ
ロ
ン
島
コ
ロ
ン
ボ
に
寄
港
。

ア
ラ
ビ
ア
海
に
入
り
ア
デ
ン
へ
。
紅
海
を
進
み
、
ス
エ
ズ
運
河
を
経
て
ポ
ー
ト

サ
イ
ド
へ
。
地
中
海
に
入
る
と
シ
チ
リ
ア
海
峡
を
通
過
し
て
、
十
月
七
日
、
フ

ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
港
に
到
着
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
汽
車
で
パ
リ
へ
。

ケ
ル
ン
経
由
で
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
の
は
十
一
日
夜
で
あ
っ
た
。

帰
路
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
往
路
の
逆
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
い
る
。
石
黒
忠
悳
軍

医
監
に
随
行
す
る
旅
と
な
っ
た
た
め
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ロ
ン

ド
ン
を
経
由
し
て
パ
リ
へ
。
離
欧
の
地
は
往
路
と
同
じ
マ
ル
セ
イ
ユ
で
あ
る
。

以
後
の
旅
程
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
、
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
、
ア
デ
ン
、
コ
ロ
ン

ボ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
サ
イ
ゴ
ン
、
香
港
、
上
海
に
寄
港
。
神
戸
を
経
由
し
て
、

明
治
二
十
一
年
九
月
八
日
の
早
朝
、
横
浜
に
入
港
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
発
着
港
は
い
ず
れ
も
マ
ル
セ
イ
ユ
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
海

に
面
し
た
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
は
実
際
の
ル
ー
ト
に
は
な
い
。
鷗
外
の
渡
欧
体
験
は

こ
の
一
回
の
み
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
は
鷗
外
に
と
っ
て
未
踏

の
地
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
な
の
か
。

豊
太
郎
の
帰
路
が
鷗
外
の
行
程
通
り
マ
ル
セ
イ
ユ
発
な
ら
ば
、
当
時
の
洋
行

事
情
か
ら
見
て
違
和
感
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
幕
末
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
し
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
玄
関

口
と
い
え
ば
フ
ラ
ン
ス
第
一
の
港
町
マ
ル
セ
イ
ユ
か
イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
兄
徳
川
慶
喜
の
代
理
と
し

て
参
加
し
、
の
ち
親
善
大
使
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
巡
っ
た
徳
川
昭
武
一

行
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

慶
応
三
年
一
月
十
一
日
（
二
月
十
五
日
）、
フ
ラ
ン
ス
郵
船
ア
ル
フ
ェ
号
で
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横
浜
か
ら
旅
立
っ
た
一
行
は
、
上
海
、
香
港
、、
サ
イ
ゴ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

セ
イ
ロ
ン
島
の
ガ
ル
、
ア
デ
ン
を
経
て
、
二
月
二
十
一
日
（
三
月
二
十
六
日
）、

ス
エ
ズ
に
着
い
た
。
こ
こ
か
ら
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
ま
で
は
汽
車
の
旅
で
あ
る
。

当
時
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め
ざ
す
に
は
、
喜
望
峰
を
迂
回
す
る

ル
ー
ト
か
、
ス
エ
ズ
に
上
陸
し
、
陸
路
で
地
中
海
に
出
る
ル
ー
ト
し
か
な
か
っ

た
。
ス
エ
ズ
運
河
は
ま
だ
開
削
中
で
あ
り
、
完
成
す
る
の
は
一
八
六
九
年
の
こ

と
で
あ
る
。

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
は
再
び
船
で
シ
シ
リ
ー
島
の
メ
ッ
シ
ー
ナ
に
寄
港
。

マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
し
た
の
は
慶
応
三
年
二
月
二
十
九
日
（
四
月
三
日
）、
横

浜
を
出
帆
し
て
四
十
八
日
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

明
治
に
入
っ
て
、
岩
倉
使
節
団
は
ど
う
か
。
岩
倉
具
視
を
全
権
大
使
と
し
て
、

欧
米
視
察
の
た
め
明
治
政
府
が
派
遣
し
た
岩
倉
使
節
団
は
明
治
四
年
十
一
月

十
二
日
（
十
二
月
二
十
三
日
）、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
め
ざ
し
て
横
浜
を
出

航
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド

イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ス
イ
ス
の
十
二
カ
国
を
回
覧
し
、
明
治
六
年
九
月
十
三
日
、
横
浜
に
帰
港

し
た
。

帰
路
の
航
海
の
起
点
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
マ
ル
セ
イ
ユ
で
あ
る
。
ナ
ポ

リ
、
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
、
ス
エ
ズ
運
河
を
通
っ
て
、
以
後
の
経
路
は
ア
デ
ン
、
ガ

ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
サ
イ
ゴ
ン
、
香
港
、
上
海
、
長
崎
、
横
浜
。
徳
川
昭
武

一
行
の
ル
ー
ト
を
ほ
ぼ
逆
に
辿
っ
た
形
で
あ
る
。

も
う
一
例
見
て
お
こ
う
。
明
治
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
東
本
願
寺
法
主
現

如
上
人
に
随
行
し
て
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
を
漫
遊

し
た
成
島
柳
北
で
あ
る
。
現
如
上
人
と
柳
北
の
一
行
五
人
は
明
治
五
年
九
月

十
四
日
に
フ
ラ
ン
ス
郵
船
ゴ
ン
ダ
ベ
リ
イ
号
で
横
浜
を
出
航
。
途
中
、
香
港
で

マ
ル
セ
イ
ユ
行
の
定
期
船
に
乗
り
か
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
っ
た
。
開
通
し

た
ば
か
り
の
ス
エ
ズ
運
河
を
通
過
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
し
た
の
は
十
一
月

一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

マ
ル
セ
イ
ユ
を
発
着
港
と
し
た
例
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
い
。
文
学
者
と
文

化
人
に
限
っ
て
み
て
も
、
末
広
鉄
腸
、
与
謝
野
寛
、
三
宅
克
己
、
島
崎
藤
村
、

河
東
碧
梧
桐
、
斎
藤
茂
吉
、
漫
画
家
の
近
藤
浩
一
路
、
登
張
竹
風
、
和
辻
哲
郎
、

林
芙
美
子
、
横
光
利
一
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
に
は
、
通
常
四
十
日
余
り
の

横
浜
、
マ
ル
セ
イ
ユ
間
を
一
年
以
上
か
け
て
渡
っ
た
金
子
光
晴
・
森
三
千
代
夫

妻
な
ど
も
い
る
。
真
銅
正
宏
『
近
代
旅
行
記
の
中
の
イ
タ
リ
ア
』（
学
術
出
版
会
、

平
成
23
年
12
月
）
が「
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
多
く
の
日
本
人
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
渡
っ
た
道
筋
は
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
紅
海
を
経
て
地
中
海
に
抜
け
る
船

の
長
旅
で
あ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
に
上
陸
し
、

鉄
道
で
パ
リ
に
向
か
う
も
の
が
多
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
通
り
の
状
況

だ
っ
た
の
だ
。

二

一
方
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
は
ど
う
か
。
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
離
欧
の
地
と
し
た
事

例
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
評
論
家
で
英

学
者
、
児
童
文
学
者
で
も
あ
っ
た
桜
井
鷗
村
の
欧
州
旅
行
が
あ
る
。『
肉
弾
』

の
作
者
桜
井
忠
温
の
兄
で
あ
る
鷗
村
は
明
治
四
十
一
年
に
欧
州
へ
出
発
し
た
。
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『
近
代
旅
行
記
の
中
の
イ
タ
リ
ア
』
に
よ
れ
ば
、
鷗
村
は
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
た

際
、
ス
イ
ス
か
ら「
サ
ン
、
ゴ
ツ
タ
ー
ル
大
隧
道
」（
ゴ
ッ
タ
ル
ド
・
ト
ン
ネ
ル
）

を
通
り
ミ
ラ
ノ
に
入
る
と
い
う
、
海
路
で
は
な
い
も
う
ひ
と
つ
の
代
表
的
な

ル
ー
ト
を
選
ん
で
い
る
。
ミ
ラ
ノ
か
ら
ヴ
ェ
ニ
ス
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ロ
ー
マ
、

ナ
ポ
リ
を
巡
っ
た
後
、
鷗
村
は
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
へ
と
向
う
。
エ
ジ
プ
ト
の
ポ
ー

ト
サ
イ
ド
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
く
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
は
珍
し
い
事
例
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
真
銅
は
、
鷗
村
に

と
っ
て
「
ナ
ポ
リ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
別
れ
の
「
境
界
」
で
あ
っ
た
」
と
し
て

い
て
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
は
あ
く
ま
で
寄
港
地
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
和
田
博
文

『
海
の
上
の
世
界
地
図
』（
岩
波
書
店
、
平
成
28
年
1
月
）
に
は
、
幕
末
か
ら
戦

後
に
至
る
ま
で
日
本
人
の
欧
州
航
路
の
旅
の
記
録
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
も
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
発
着
港
と
し
た
事
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
ブ

リ
ン
デ
ィ
ジ
を
経
由
す
る
の
は
極
く
限
ら
れ
た
場
合
と
見
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。も

ち
ろ
ん
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
訪
れ
た
日
本
人
が
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
明
治
三
十
一
年
に
慶
應
義
塾
塾
長
に
就
任
し
た
鎌
田
栄
吉
で
あ

る
。
鎌
田
は
明
治
二
十
九
年
三
月
か
ら
一
年
九
ヶ
月
を
か
け
て
欧
米
視
察
の
旅

に
出
た
が
、
イ
タ
リ
ア
歴
遊
の
際
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
訪
れ
た
こ
と
が
『
欧
米

漫
遊
雑
記
』（
博
文
館
、
明
治
32
年
6
月
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正

十
三
年
九
月
か
ら
大
正
十
五
年
二
月
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
し
た
漱
石
門
下

の
安
倍
能
成
も
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
訪
れ
た
一
人
で
あ
る
。
そ
の
著
『
西
遊
抄
』

（
小
山
書
店
、
昭
和
19
年
7
月
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
因
み
に
安
倍
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
の
上
陸
地
は
マ
ル
セ
イ
ユ
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
イ
タ
リ
ア
を
旅
し
た
多
く
の
日
本
人
が
訪
問
し
た
の
は
、
ナ
ポ

リ
、
ロ
ー
マ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ジ
ェ
ノ
バ
、
ミ
ラ
ノ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど

の
著
名
な
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
上
海
・
香

港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
コ
ロ
ン
ボ
・
ス
エ
ズ
・
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
を
経
由
し
て
マ

ル
セ
イ
ユ
に
至
り
、
さ
ら
に
ロ
ン
ド
ン
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
へ
と
向
か
う
欧
州
航

路
か
ら
外
れ
て
い
る
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
は
、
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
訪
れ
る

こ
と
も
稀
な
、
馴
染
み
の
薄
い
場
所
だ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
一
方
、
豊
太
郎
の
出
航
地
が
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
と
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
、
む
し
ろ
必
然
的
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
中
川
浩
一「「
ブ
リ
ン
ヂ
イ
シ
イ
」

推
究
」（『
鷗
外
』
35
号
、
昭
和
59
年
7
月
）
は
、「
歴
史
交
通
地
理
的
見
地
」

か
ら
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
の
役
割
に
注
目
す
る
。
古
代
ロ
ー
マ
史
と
深
い
関
わ
り
を

も
つ
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
は
、
一
八
六
九
年
十
月
の
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
に
よ
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
│
ア
ジ
ア
航
路
の
重
要
拠
点
と
な
る
。
翌
一
八
七
〇
年
十
二
月
に

は
「
イ
ン
ド
半
島
を
付
根
の
部
分
で
カ
ッ
ト
す
る
ボ
ン
ベ
イ
│
カ
ル
カ
ッ
タ
間

鉄
道
」
が
開
通
し
た
こ
と
も
加
わ
っ
て
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
は
ア
ジ
ア
航
路
の
発

着
点
と
し
て
「
最
も
至
便
の
地
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
八
七
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
P
＆
O
汽
船
が
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
拠
点
港
に
選
定

し
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
豊
太
郎
を
含
む
天
方
伯
一
行
が
ブ
リ
ン
デ
ィ

ジ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
へ
と
い
う
航
路
を
選
ん
だ
理
由
は
明
ら
か
だ
と
中
川
は
指
摘

す
る
。

イ
タ
リ
ア
観
光
に
必
ず
含
ま
れ
る
は
ず
の
ロ
ー
マ
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
郵
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船
の
拠
点
港
で
あ
る
マ
ル
セ
イ
ユ
に
お
も
む
く
の
に
比
べ
、
ブ
リ
ン
デ
ィ

ジ
へ
足
を
運
ぶ
ほ
う
が
、
時
間
と
費
用
の
双
方
か
ら
み
て
、
は
る
か
に
有

効
適
切
な
わ
け
で
あ
る
。

ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
『
八
十
日
間
世
界
一
周
』（
一
八
七
二
年
刊
）
で
、

フ
ィ
リ
ア
ス
・
フ
ォ
ッ
グ
が
無
謀
な
世
界
一
周
旅
行
に
挑
戦
す
る
た
め
に
、
ロ

ン
ド
ン
、
パ
リ
、
モ
ン
・
ス
ニ
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
経
由
を
選
ん
だ
の
も
、
ス
エ

ズ
運
河
開
通
に
よ
っ
て
出
現
し
た
ア
ジ
ア
へ
の
最
短
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。『
八
十
日
間
世
界
一
周
』
の
中
で
は
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
が
リ
バ
プ
ー
ル
、

グ
ラ
ス
ゴ
ー
、
ス
エ
ズ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
と
共
に
主
要
港
の
ひ
と
つ
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
て
お
い
て
い
い
だ
ろ
う
。

明
治
三
十
六
年
五
月
刊
『
文
部
省
調
査
外
国
地
名
彙
』
に
お
け
る
ブ
リ
ン

デ
ィ
ジ
に
関
す
る
記
載
を
重
視
す
る
の
は
、
小
西
謙
「
森
鷗
外
作
『
舞
姫
』
解

釈
上
の
一
見
解
│
主
人
公
離
欧
の
港
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
│
」（『
作
新
女
子
短
期
大

学
紀
要
』
第
3
号
、
昭
和
51
年
3
月
）
で
あ
る
。
同
書
で
は
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

伊
太
利
南
端
に
あ
り
。
其
状
靴
状
を
な
せ
る
踵
に
位
し
、
ア
ド
リ
ア
海

に
臨
め
る
小
港
な
り
。
人
口
一
万
二
千
、
欧
州
南
部
を
走
る
鉄
道
幹
線
の

終
点
に
し
て
、
英
国
の
東
洋
郵
便
線
に
当
る
。
さ
れ
ば
ロ
ン
ド
ン
に
て
集

め
た
る
郵
便
物
は
陸
路
此
地
に
送
り
、
茲
よ
り
ピ
ー
オ
ー
会
社
の
汽
船
に

搭
載
し
て
、
印
度
並
に
東
洋
諸
国
に
送
附
す
る
も
の
と
す

先
述
し
た
鎌
田
栄
吉
『
欧
米
漫
遊
雑
記
』
に
も
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
に
つ
い
て

「
此
港
は
三
万
の
人
口
を
有
せ
る
小
市
に
し
て
古
代
希
臘
人
の
殖
民
に
依
て
起

り
し
な
り
、
定
期
船
の
之
に
寄
港
す
る
は
郵
便
物
搭
載
の
為
め
な
り
」
と
あ
り
、

右
の
記
載
内
容
と
符
合
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
の
は
、
古
来
、
ア
ド
リ
ア
海
の
要
港
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
が
、
ス
エ
ズ
運
河
開
通
以
降
も
中
近
東
、
イ
ン
ド
、
極

東
方
面
へ
の
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。『
舞
姫
』
が

執
筆
さ
れ
た
十
九
世
紀
末
の
時
点
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ス
エ
ズ
を
経
て
極
東

へ
と
向
か
う
航
路
の
起
点
は
マ
ル
セ
イ
ユ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
小
西
は
、
ブ

リ
ン
デ
ィ
ジ
が
も
う
ひ
と
つ
の
起
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
、

ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
か
ら
離
欧
し
た
実
例
と
し
て
、
北
畠
道
竜
師
、
鳥
尾
小
弥
太
の

二
人
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
豊
太
郎
が
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
か
ら
帰
国
の
途

に
つ
い
た
こ
と
を
例
外
的
と
い
う
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
む
し
ろ
ベ
ル
リ
ン
か

ら
ス
イ
ス
を
経
て
イ
タ
リ
ア
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
へ
と
南
下
す
る
そ
の
旅
程
は
、

小
西
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
距
離
的
に
も
経
済
的
に
も
マ
ル
セ
イ
ユ
を
経
由
す

る
ル
ー
ト
よ
り
も
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
、
小
西
が
指
摘
す
る
重
要
な
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
鷗
外
自

身
が
ス
エ
ズ
運
河
開
通
以
降
の
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
の
海
上
交
通
上
の
役
割
に
つ
い

て
認
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鷗
外
は
明
治
二
十
二
年
三
月
か
ら

二
十
三
年
六
月
ま
で
『
東
京
医
事
新
誌
』『
医
事
新
論
』
に
「
コ
ッ
ホ
師
印
度

紀
行
抄
」
を
訳
し
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
は
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
一
行
が
ベ

ル
リ
ン
か
ら
イ
ン
ド
へ
向
け
て
旅
を
す
る
の
に
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
通
過
し
て
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い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
英
国
郵
便
汽
車
ニ
乗
テ
此
府
（
筆
者
注
、
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
）
ヲ
発
シ
ブ
リ
ン
ド
イ
ー
ヂ
ー
ニ
赴
キ
直
ニ
「
モ
ン
ゴ
リ
ヤ
」
号
ノ

甲
板
上
ニ
移
リ
シ
ガ
此
船
ノ
岸
ヲ
離
レ
シ
ハ
翌
日
ノ
昧
爽
ナ
リ
キ
」。

川
上
俊
之
「『
舞
姫
」
エ
リ
ス
の
造
形
」（『
鷗
外
』
31
号
、
昭
和
57
年
7
月
）

も
こ
の
事
実
を
指
摘
し
て
お
り
、
鷗
外
が
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
に
つ
い
て
知
識
を

持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
し
か
に
鷗
外
が
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
選

ぶ
〈
必
然
性
〉
は
十
分
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

だ
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
事
実
だ
け
を
、
豊
太
郎
の
離
欧
の
地
が
ブ
リ
ン

デ
ィ
ジ
に
設
定
さ
れ
た
理
由
と
す
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
豊
太
郎
の
帰
国
の

ル
ー
ト
が
歴
史
的
事
実
に
照
ら
し
て
現
実
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
加
え
て
、
鷗

外
が
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
の
海
上
交
通
上
の
地
位
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
は
〈
必
然
性
〉
の
説
明
と
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

う
し
た
外
的
条
件
面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、〈
必
然
性
〉
は
『
舞
姫
』
と
い
う

虚
構
作
品
の
内
的
必
然
性
と
し
て
も
説
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

三

な
ぜ
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
な
の
か
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
先
ず
こ
の

問
い
を
、
な
ぜ
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
な
の
か
と
裏
返
し
の
関
係
に
あ
る
、
な
ぜ
マ
ル

セ
イ
ユ
で
は
な
い
の
か
、
と
置
き
換
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
ま
で
確
認
し

て
き
た
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
め
ぐ
る
歴
史
的
事
実
か
ら
し
て
、
豊
太
郎
の
離
欧
の

地
の
候
補
は
二
つ
し
か
な
い
。
鷗
外
は
往
路
も
帰
路
も
マ
ル
セ
イ
ユ
を
経
由
し

て
お
り
、
自
身
の
目
と
肌
で
体
験
し
て
い
る
。
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
に
つ
い
て
は
書

物
か
ら
の
知
識
だ
け
で
あ
り
、
実
体
験
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ル
セ

イ
ユ
で
は
な
く
、
体
験
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
る
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
選
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

マ
ル
セ
イ
ユ
が
選
ば
れ
な
か
っ
た
理
由
。
そ
れ
は
作
品
の
内
的
必
然
性
と
い

う
意
味
で
は
、
豊
太
郎
の
帰
還
の
旅
は
既
知
の
状
況
か
ら
始
ま
っ
て
は
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

鷗
外
が
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
い
た
豊
太
郎
に
課
し
た
状
況

を
い
ま
一
度
確
認
し
て
お
く
。
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
出
航
し
て
か
ら
「
早
や
二
十

日
あ
ま
り
を
経
」
た
現
時
点
に
お
い
て
も
、
日
記
が
白
紙
の
状
態
の
ま
ま
に
あ

る
理
由
を
豊
太
郎
は
、
こ
う
述
べ
て
い
た
。

こ
た
び
は
途
に
上
り
し
と
き
、
日
記
も
の
せ
む
と
て
買
ひ
し
冊
子
も
ま

だ
白
紙
の
ま
ま
な
る
は
、
独
逸
に
て
物
学
び
せ
し
間
に
、
一
種
の「
ニ
ル
・

ア
ド
ミ
ラ
リ
イ
」
の
気
象
を
や
養
ひ
得
た
り
け
む
、
あ
ら
ず
、
こ
れ
に
は

別
に
故
あ
り
。

げ
に
東
に
還
る
今
の
我
は
、
西
に
航
せ
し
昔
の
我
な
ら
ず
、
学
問
こ
そ

な
ほ
心
に
飽
き
足
ら
ぬ
と
こ
ろ
も
多
か
れ
、
浮
世
の
う
き
ふ
し
を
も
知
り

た
り
、
人
の
心
の
頼
み
が
た
き
は
言
ふ
も
更
な
り
、
わ
れ
と
わ
が
心
さ
へ

変
り
や
す
き
を
も
悟
り
得
た
り
。
き
の
ふ
の
是
は
け
ふ
の
非
な
る
わ
が
瞬

間
の
感
触
を
、
筆
に
写
し
て
誰
に
か
見
せ
む
。
こ
れ
や
日
記
の
成
ら
ぬ
縁

故
な
る
、
あ
ら
ず
、
こ
れ
に
は
別
に
故
あ
り
。

豊
太
郎
が
日
記
を
書
け
な
い
理
由
と
し
て
挙
げ
た
の
は
「
ニ
ル
・
ア
ド
ミ
ラ
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リ
イ
」
と
、
他
人
は
い
う
ま
で
も
な
く
自
分
の
心
が
変
化
し
や
す
い
と
悟
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
言
下
に
「
あ
ら
ず
、
こ
れ
に
は
別
に
故
あ
り
」
と
強
く

否
定
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
豊
太
郎
が
挙
げ
て
い
る
二
つ

の
理
由
が
間
違
い
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。「
あ
ら
ず
、
こ
れ
に
は
別

に
故
あ
り
」
と
い
う
二
度
に
わ
た
る
強
い
否
定
の
こ
と
ば
に
こ
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
要
約
を
禁
ず
る
断
固
と
し
た
意
思
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
ニ
ル
・
ア
ド
ミ
ラ
リ
イ
」
が
的
外
れ
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
免
官
に
な
り
、
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え
こ
ん
で
い
た
重
苦
し

い
日
々
の
豊
太
郎
の
心
中
を
推
察
す
れ
ば
、
日
記
を
書
け
な
い
理
由
の
構
成
要

素
と
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
一
面
の
真
実
で
は
あ
っ
た
は

ず
だ
。
し
か
し
、
豊
太
郎
は
「
ニ
ル
・
ア
ド
ミ
ラ
リ
イ
」
を
理
由
に
す
る
こ
と

を
肯
ん
じ
な
い
。
な
ぜ
か
。
豊
太
郎
が
否
定
し
て
い
る
の
は
、
自
己
を
語
る
こ

と
ば
を
喪
失
す
る
ほ
ど
の
状
況
を
も
た
ら
し
た
原
因
を
、「
ニ
ル
・
ア
ド
ミ
ラ

リ
イ
」
い
う
一
語
に
よ
っ
て
要
約
す
る
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

繰
り
返
す
が
、「
ニ
ル
・
ア
ド
ミ
ラ
リ
イ
」
は
原
因
説
明
と
し
て
間
違
っ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
、
問
題
は
「
ニ
ル
・
ア
ド
ミ
ラ
リ
イ
」
と
要
約
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
の
か
で
あ
る
。
豊
太
郎
の
現

在
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
エ
リ
ス
と
の
出
会
い
か
ら
別
離
ま
で
の
歴
史
は
も
と
よ

り
、
そ
の
前
史
と
し
て
の
成
育
史
、
と
り
わ
け
そ
の
人
格
形
成
を
担
っ
た
母
親

と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
帰
国
に
至
る
ま
で
の
天
方
伯
や
相
沢
謙
吉
と
の
関
係
な

ど
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
ニ
ル
・
ア
ド
ミ
ラ
リ
イ
」
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
態
は
整
序

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
し
た
複
合
的
要
因
を
切
り
捨
て
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。
結
果
と
し
て
そ
れ
は
、
豊
太
郎
を
苦
し
め
て
い
る
「
恨
」
の
根
源

を
突
き
と
め
る
こ
と
を
も
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

説
明
困
難
な
事
態
に
た
ち
至
っ
た
と
き
、
既
存
の
こ
と
ば
や
概
念
で
説
明
し

て
し
ま
え
ば
、
い
ち
早
く
混
乱
や
苦
し
み
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る

だ
ろ
う
。
が
、
一
方
、
既
存
の
こ
と
ば
や
概
念
│
│
豊
太
郎
の
場
合
「
ニ
ル
・

ア
ド
ミ
ラ
リ
イ
」
と
い
う
学
術
用
語
に
よ
る
説
明
は
、
単
に
事
態
を
一
般
化
し

た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
一
般
化
し
た
こ
と
で
事
態
の
固
有
性
や
特
殊
性
は

無
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
要
約
と
い
う
行
為
の
暴
力
性
が
あ
る
。「
わ
れ

と
わ
が
心
さ
へ
変
り
や
す
き
」
│
│
自
分
の
心
の
頼
り
な
さ
、
こ
の
理
由
づ
け

も
ま
た
事
態
を
分
か
り
や
す
く
整
序
し
て
は
く
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
分
か

り
や
す
い
一
般
的
な
現
象
に
置
き
替
え
て
い
る
だ
け
で
、
渾
沌
と
し
た
事
態
が

無
色
透
明
化
さ
れ
、
本
質
を
封
印
し
て
し
ま
う
の
は
同
じ
こ
と
だ
。
豊
太
郎
は

「
あ
ら
ず
」
と
こ
れ
も
退
け
る
。

強
い
こ
と
ば
に
よ
る
断
固
た
る
否
定
の
繰
り
返
し
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
の
は
、
内
奥
に
抱
え
こ
ん
で
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
既
存
の
概
念

を
借
り
た
安
易
な
対
象
化
は
す
ま
い
と
い
う
自
身
へ
の
戒
め
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ド
イ
ツ
で
の
体
験
が
安
易
な
要
約
を

許
さ
な
い
痛
切
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
既
知
へ

の
変
換
は
許
さ
れ
な
い
。
ド
イ
ツ
で
の
体
験
を
言
語
化
す
る
に
は
、
豊
太
郎
は

過
去
の
記
憶
と
対
話
し
な
が
ら
、
葛
藤
の
中
か
ら
自
分
自
身
の
責
任
に
お
い
て

一
語
一
語
を
紡
ぎ
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

鷗
外
が
豊
太
郎
の
現
在
に
設
定
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
未
踏
の

状
況
で
あ
る
。「
げ
に
東
に
還
る
今
の
我
は
、
西
に
航
せ
し
昔
の
我
な
ら
ず
」
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と
豊
太
郎
は
い
う
。
そ
の
変
貌
の
経
緯
に
つ
い
て
は
ま
だ
、
こ
こ
で
は
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
。
た
だ
、
明
ら
か
な
の
は
「
東
に
還
る
今
の
我
」
が
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
象
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
知
を
適
用
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
豊
太
郎
は
そ
れ
故
、
依
拠
す
る
事
例
の
な
い

ま
ま
手
記
の
執
筆
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

依
拠
す
る
事
例
の
な
い
ま
ま
に
未
知
の
状
況
と
対
峙
す
る
こ
と
。
鷗
外
が
豊

太
郎
に
与
え
た
課
題
は
、
そ
の
ま
ま
鷗
外
自
身
の
課
題
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

自
分
を
投
影
し
た
太
田
豊
太
郎
な
る
人
物
と
同
期
し
て
、
そ
の
内
奥
の
真
実
を

描
出
す
る
た
め
に
は
、『
舞
姫
』
の
作
者
と
し
て
の
鷗
外
も
同
様
に
、
経
験
知

の
通
用
し
な
い
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
既
存
の
こ
と
ば
や
概
念
に
よ
る
説
明
を
極
力
排
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
お
り
、
表
現
者
と
し
て
の
鷗
外
に
大
き
な
転
換
を
迫
る
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
鷗
外
は
「
西
に
航
せ
し
昔
」、
既
存
の
知
や

先
例
に
依
拠
す
る
表
現
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

明
治
十
七
年
ド
イ
ツ
留
学
に
向
か
う
際
に
書
き
記
し
た
渡
航
記『
航
西
日
記
』

を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。『
航
西
日
記
』
の
記
述
の
特
色
は
さ
ま
ざ
ま
な
過

去
の
著
作
の
引
用
と
踏
襲
を
積
極
的
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
大
野
亮
司
文

責
・
山
崎
一
穎
校
閲
「『
航
西
日
記
』
解
説）

1
（

」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「『
航
西

日
記
』
で
は
語
彙
、
修
辞
や
文
彩
、
記
述
対
象
の
選
択
に
関
す
る
既
存
の
文
献

的
な
知
へ
の
依
拠
に
よ
っ
て
記
述
が
組
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
」
の
で
あ
る
。
具

体
例
を
一
つ
だ
け
確
認
す
る
。
サ
イ
ゴ
ン
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る）

2
（

（
明
治

十
七
年
九
月
七
日
）。

初
七
日
の
早
、
塞
棍
河
を
遡
る
。
両
岸
皆
な
平
沢
な
り
。
艸
木

然
た

り
。
村
舎
点
綴
す
。
風
景
画
の
ご
と
し
。
間
に
椰
樹
蘇
鉄
樹
の
甚
だ
大
な

る
を
見
る
。
午
後
一
時
驟
に
雨
ふ
る
。
詩
有
り
。

寂
寞
漁
村
断
復
連
、
夾
舟
深
緑
鎖
軽
烟
。

喜
他
一
陣
椰
林
雨
、
乍
送
微
涼
至
客
船
。

二
時
港
に
達
す
。
香
港
よ
り
此
に
抵
る
こ
と
八
百
十
五
里
。
舟
の
入
港
す

る
や
、
直
ち
に
埔
頭
に
接
し
て
駐
す
。
然
れ
ど
も
市
街
に
赴
く
者
、
猶
お

三
版
を
待
つ
有
り
。
其
の
捷
き
を
取
れ
ば
な
り
。
市
街
を
瞻
望
す
る
に
、

屋
瓦
皆
な
赤
し
。
始
め
て
椰
子
を
試
み
た
り
。
形
西
瓜
の
ご
と
し
。
殻
を

解
き
て

を
得
た
り
。
味
極
め
て
甘
美
な
り
。
其
の
殻
は
以
て
椀
と
為
し

盃
と
為
す
べ
し
。
此
の
日
、
軍
医
本
部
に
報
ず
る
に
、
香
港
に
て
病
院
を

観
る
の
事
を
以
て
す
。
又
た
郷
書
を
発
す
。

こ
の
部
分
が
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』、
成
島
柳
北
『
航
西
日
乗
』

や
呉
震
方
『
嶺
南
雑
記
』
な
ど
の
先
行
す
る
文
献
に
描
か
れ
た
こ
と
を
な
ぞ
っ

て
い
る
こ
と
は
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
5　

海
外
見
聞
集
』（
岩
波

書
店
、
平
成
21
年
6
月
）
の
補
注
そ
の
他
が
指
摘
し
て
い
る
。
森
岡
ゆ
か
り『
文

豪
の
漢
文
旅
日
記
』（
新
典
社
、
平
成
27
年
3
月
）
は
右
の
漢
詩
に
注
目
し
、

成
島
柳
北
の
『
航
西
日
乗
』（
明
治
五
年
九
月
二
十
五
日
）
に
あ
る
次
の
漢
詩

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。



96

針
路
縈
回
入
港
門

長
流
一
帯
不
知
源

挟
舟
雲
樹
奇
於
画

誘
得
征
人
到
塞
昆

森
岡
が
い
う
よ
う
に
、
鷗
外
の
「
夾
舟
深
緑
鎖
軽
烟
」
が
柳
北
の
「
挟
舟
雲

樹
奇
於
画
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
引
用
と
踏
襲
に
よ
っ
て
先
行
す
る
既
存
の
知
に
依
拠
す
る
記
述
が
『
航
西

日
記
』
に
は
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
記
述
方
法
を
採
っ
て
い
た

の
は
鷗
外
だ
け
で
は
な
い
。
引
用
と
踏
襲
は
当
時
の
渡
航
記
の
記
述
方
法
に
お

け
る
、
い
わ
ば
作
法
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
点
で
は
何
ら
問
題
と
す
る
に
は
当

た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
渡
航
記
の
記
述
方
法
と

し
て
は
」
と
い
う
限
定
付
き
の
も
の
で
あ
っ
て
、
豊
太
郎
の
手
記
と
な
る
と
話

は
別
で
あ
る
。
豊
太
郎
の
手
記
の
記
述
方
法
と
し
て
は
誤
り
だ
ろ
う
。

山
崎
一
穎
（『
森
鷗
外 

国
家
と
作
家
の
狭
間
で
』
新
日
本
出
版
社
、
平
成
24

年
11
月
）
は
渡
航
記
の
作
法
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

名
所
・
旧
跡
と
い
っ
た
歌
枕
的
な
場
所
や
、
そ
の
場
所
に
関
す
る
歴
史

上
の
人
物
に
先
人
た
ち
は
漢
詩
（
詠
史
詩
）
を
詠
ん
で
い
る
。
鷗
外
も
例

外
で
は
な
い
。
そ
れ
が
当
時
の
渡
航
記
の
定
型
で
あ
る
。
常
に
先
人
た
ち

の
知
の
踏
襲
や
引
用
が
、
見
聞
の
事
実
を
保
証
し
、
読
者
に
安
心
感
を
与

え
る
。

古
典
的
な
紀
行
文
の
作
法
に
も
通
ず
る
渡
航
記
の
作
法
に
倣
う
こ
と
で
、
た

し
か
に
渡
航
記
と
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
典
拠
か
ら

引
用
さ
れ
踏
襲
さ
れ
た
類
似
の
表
現
の
積
み
重
ね
は
、
記
述
内
容
の
事
実
ら
し

さ
を
生
み
出
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
先
行
す
る
記
述
を
踏
ま
え
て
記

す
と
い
う
こ
と
は
、
記
述
内
容
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
引

用
や
踏
襲
と
は
、
他
者
の
眼
、
他
者
の
認
識
の
枠
組
み
に
依
存
し
て
事
象
を
把

握
す
る
こ
と
だ
。
記
述
者
と
し
て
眼
前
の
事
象
と
純
粋
に
対
峙
し
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。
出
会
っ
た
光
景
や
事
物
、
体
験
し
た
事
象
を
自
分
自
身
の
眼
を
通

し
て
記
述
し
て
い
て
も
、
す
で
に
そ
の
ま
な
ざ
し
自
体
が
制
度
化
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
現
象
は
、
柏
木
博『
肖
像
の
な
か
の
権
力
』（
平
凡
社
、
昭
和
62
年
8
月
）

が
指
摘
す
る
、
絵
葉
書
に
よ
る
ま
な
ざ
し
の
制
度
化
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
。

柏
木
に
よ
れ
ば
、
明
治
時
代
、
複
製
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
が
大
衆
の
間

に
流
通
し
た
こ
と
で
、
風
景
を
め
ぐ
る
逆
転
現
象
が
起
き
た
と
い
う
。
事
前
に

絵
葉
書
を
見
た
人
々
が
絵
葉
書
に
写
し
出
さ
れ
た
風
景
を
求
め
て
、
と
い
う
よ

り
そ
の
風
景
を
確
認
す
る
た
め
に
旅
行
に
赴
く
よ
う
に
な
っ
た
。
絵
葉
書
は
大

衆
の
視
覚
を
拡
大
さ
せ
た
一
方
、「
現
実
の
場
所
よ
り
も
先
に
複
製
に
よ
っ
て
、

特
定
の
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
体
験
さ
せ
て
し
ま
う
」
こ
と
で
、
大
衆
の
「
風
景

を
見
る
視
点
を
固
定
し
た
」
の
で
あ
る
。

鷗
外
の
場
合
、
厳
密
に
は
柏
木
の
い
う
逆
転
現
象
に
当
て
は
ま
ら
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
鷗
外
は
あ
ら
か
じ
め
体
験
し
た
場
所
を
求
め
て
航
西
の
旅
に
出
た

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
航
西
日
記
』
の
記
述
を
見
る
限
り
、
寄
港
地
の
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風
景
と
事
物
に
向
け
ら
れ
た
ま
な
ざ
し
に
は
、
明
ら
か
な
バ
イ
ア
ス
が
か
か
り

制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
森
岡
ゆ
か
り
は
『
航
西
日
記
』
に
は
「
既
出
の
も
の
を

踏
ま
え
た
表
現
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
て
、
鷗
外
は
自
分
の
感
想
を
用
心
深
く

隠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
す
」
と
評
し
て
い
る
が
、
引
用
と

踏
襲
と
い
う
記
述
方
法
が
保
証
す
る
の
は
、
先
行
す
る
既
存
の
知
の
枠
内
で
の

体
験
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
質
的
に
は
先
行
文
献
か
ら
得
た
知
識
の
確
認
を
指
し

て
い
る
の
だ
。

『
航
西
日
記
』
の
記
述
方
法
が
豊
太
郎
の
手
記
に
相
応
し
く
な
い
こ
と
は
、

す
で
に
明
ら
か
だ
ろ
う
。
豊
太
郎
が
記
述
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
先
行
す

る
既
存
の
知
の
力
を
借
り
て
片
付
け
よ
う
と
し
て
も
片
付
く
こ
と
の
な
い
混
沌

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
鷗
外
は
自
分
と
同
じ
よ
う
に
ド
イ
ツ
女
性
と
親
し
い
関

係
を
結
び
な
が
ら
、
帰
国
に
際
し
て
別
離
を
果
た
し
た
石
黒
忠
悳
を
身
近
に

知
っ
て
い
た
し
、
他
に
も
同
様
の
事
例
は
見
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
他
者
の
事
例
を
参
照
項
と
す
る
方
法
を
選
択
し
な
か
っ
た
。
あ
く
ま

で
分
身
で
あ
る
豊
太
郎
と
同
期
し
な
が
ら
、
虚
心
に
過
去
と
対
話
す
る
道
を
選

ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
『
舞
姫
』
と
い
う
作
品
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
誠
実
さ
が

保
証
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
既
知
の
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
な
く

未
知
の
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
を
選
ん
だ
の
は
、
表
現
に
お
け
る
未
踏
の
領
域
に
足
を

踏
み
入
れ
る
鷗
外
の
覚
悟
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
『
舞
姫
』
の
誠
実
さ
に
つ
い
て
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
に
は

異
論
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
豊
太
郎
は
過
去
と
の
対
話
に
お
い
て
痛
切
な
悔

恨
を
綴
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
の
と
こ
ろ
自
己
弁
護
や
保
身
に
腐
心
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
山
崎
一
穎
は
、

豊
太
郎
の
「
恨
」
が
「
一
抹
の
雲
の
如
」
き
状
態
か
ら
「
世
を
厭
ひ
、
身
を
は

か
な
み
て
、
腸
日
ご
と
に
九
廻
す
」
と
い
う
激
し
い
心
の
痛
み
と
な
り
、
い
ま

や
悲
し
み
と
痛
恨
の
思
い
が
内
部
に
深
く
沈
潜
し
結
晶
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
う
論
破
す
る）

3
（

。

　

本
来
な
ら
ば
「
腸
日
ご
と
に
九
廻
す
」
と
い
う
激
し
い
心
の
痛
み
は
、

豊
太
郎
が
発
狂
し
た
エ
リ
ス
を
直
視
し
た
時
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。「
エ
リ
ス
が
生
け
る
屍
を
抱
き
て
千
行
の
涙
を
濺
ぎ
し
は
幾

度
ぞ
」
に
は
、
豊
太
郎
の
哀
れ
な
狂
女
へ
の
同
情
は
あ
っ
て
も
、
自
責
の

念
は
薄
い
。
鷗
外
の
筆
は
慎
重
に
豊
太
郎
を
庇
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。「
わ
が
心
は
か
の
合
歓
と
い
ふ
木
の
葉
に
似
て
、
物

触
れ
ば
縮
み
て
避
け
ん
と
す
」
│
│
豊
太
郎
は
心
の
弱
い
、
臆
病
な
人
間
と
自

己
分
析
す
る
。
そ
の
性
格
的
な
弱
さ
ゆ
え
に
受
動
的
な
生
き
方
を
し
て
き
た
こ

と
が
、
や
が
て
エ
リ
ス
と
の
別
離
を
誘
引
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
問
題
は

最
初
か
ら
最
後
ま
で
「
弱
き
心
」
で
押
し
通
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と

も
山
崎
は
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
、
豊
太
郎
は
自
分
の
身
に
起
こ
っ
た
一
連
の

出
来
事
の
原
因
を
「
弱
き
心
」
と
い
う
一
語
に
集
約
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

「
弱
き
心
」
に
居
直
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
豊

太
郎
の
自
己
分
析
か
ら
自
責
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

こ
の
点
だ
け
を
見
れ
ば
『
舞
姫
』
は
誠
実
な
テ
ク
ス
ト
と
は
い
え
な
い
。

だ
が
、
誠
実
さ
は
書
く
と
い
う
行
為
自
体
が
保
証
し
て
い
る
の
だ
。
書
く
と

い
う
行
為
は
、
豊
太
郎
の
保
身
を
、
そ
し
て
豊
太
郎
を
庇
い
た
い
鷗
外
の
企
み
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を
許
さ
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
裏
切
っ
て
い
く
。
豊
太
郎
に
と
っ

て
手
記
を
書
く
と
い
う
行
為
は
、
悔
恨
の
思
い
を
綴
る
こ
と
で
傷
つ
い
た
心
を

慰
撫
し
、
な
お
か
つ
自
身
を
心
の
弱
い
、
臆
病
な
人
格
と
し
て
囲
い
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
エ
リ
ス
へ
の
裏
切
り
の
免
責
を
図
る
こ
と
に
、
そ
の
狙
い
が
あ
っ
た

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
書
く
と
い
う
行
為
が
皮
肉
な
こ
と

に
、
意
図
に
反
し
て
豊
太
郎
の
狡
さ
を
暴
き
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
豊
太
郎

は
要
約
を
自
ら
に
禁
じ
て
い
た
。
そ
の
決
意
を
も
っ
て
、
エ
リ
ス
が
発
狂
に

至
っ
た
経
緯
と
そ
の
間
の
心
情
を
詳
細
に
語
ろ
う
と
し
た
結
果
、
豊
太
郎
の
も

う
ひ
と
つ
の
真
実
が
包
み
隠
し
よ
う
も
な
く
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
自
己
弁

護
に
走
る
人
間
で
あ
る
こ
と
、
自
責
の
念
が
薄
い
こ
と
。
本
来
は
隠
蔽
し
て
お

き
た
い
不
都
合
な
事
実
を
も
本
人
の
意
図
せ
ざ
る
う
ち
に
開
示
し
て
し
ま
う
。

そ
れ
が
書
く
と
い
う
行
為
に
潜
む
不
可
避
の
機
能
で
は
あ
る
ま
い
か
。
要
約
を

禁
じ
て
書
き
継
が
れ
た
『
舞
姫
』
は
、
そ
の
意
味
で
誠
実
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
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